
図 2－5において，円周角の定理より ARa sin2 だから， RAa 2sin  となる．bと cにつ

いても同様になるから，正弦定理は次のようになる。 
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また，同図より， BcCba coscos  となるから，bと cについても同様に考えて，余弦定

理の第１式は次のようになる。 

BcCba coscos    ① 

CaAcb coscos    ② 

AbBac coscos    ③ 

さらに，式①の両辺に aを，式②の両辺に bを，式③の両辺に cをかけて，次のように書

き換える。 

BacCaba coscos2   ④ 

CbaAbcb coscos2   ⑤ 

AcbBcac coscos2   ⑥ 

式⑤と式⑥の辺々を加えると，次のようになる。 

AcbaAbcAcbBcaCbaAbccb coscoscoscoscoscos 222   

したがって， Abccba cos2222  となるから， 2b と 2c についても同様に考えて，余弦定

理の第２式は次のようになる。 

Abccba cos2222   

Bcaacb cos2222   

Cabbac cos2222   


